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全23コースの中から人気の5コースをピックアップ

A01 4月21日（火） 10：00～10：40

「部分最適の壁」を越えて全体最適を実現するDX
小さく始めて有機的に仲間を広げる進め方

E-QUBIC 代表 兼 PTCジャパン株式会社 顧問 小林 明英 氏

A05 4月21日（火） 15：00～15：40

B01 4月22日（水） 10：00～10：40

製造DXの第一歩！現場見える化で変わる未来

株式会社リコー リコーデジタルサービスＢＵ 日本極統括 インダストリアル事業センター 
インダストリアル事業推進室 室長 竹口 直久 氏

SOLIDWORKSのAI機能 今できること！これからできること！

ダッソー・システムズ株式会社 技術本部 SOLIDWORKS営業技術部
アプリケーションエンジニア 鶴見 健太 氏

視点は大きく、活動は小さく！DX推進の極意！

現場の部分最適だけでは、DXの効果を最大化できません。全体を俯瞰してこそ理想像や共通ルールが見えま

すが、部門間の事情やデータ定義の差が壁になります。

今はAI活用で小さく始めながら成果を積み上げることが可能です。

本セミナーでは「視点は大きく、活動は小さく」をキーワードに、前後工程を踏まえた実践的なDX推進方法を、

元トヨタの経験を基にお伝えします！

製造現場のDXは必要性が語られ続ける一方、「どこから始めるべきか」「工場ごとに運用が異なる」といった課題で

停滞しがちです。

本セミナーでは、工程・在庫・品質などの“現場の情報”に着目し、段階的にレベルアップできる実践メソッドをご紹

介します。長年製造現場を支援してきた講師が、明日から一歩踏み出せるDXのヒントをお届けします！

明日から一歩踏み出せるDXのヒントをお届け！

SOLIDWORKSユーザー様必見！

昨年からAI技術を取り入れた新たな開発コンセプトを打ち出し、SOLIDWORKSにもAI関連機能が追加さ

れています。現在搭載中のAI機能に加え、今後どのようなAI新機能を目指して開発しているか、

最新の情報を是非ご確認ください！

C01 4月23日（木） 10：00～10：40

中部デジタル経営力大賞受賞！部品メーカーのDX変革とSellBOTの全貌

株式会社プラポート・株式会社REVOX 代表取締役 宮季 高正 氏

町工場が実現したAI活用・DX変革をご紹介！

中部デジタル経営力大賞2026を受賞した町工場が、職人依存からデータ駆動型組織へどう進化したのか？

生成AI・GAS・RPA・TECHSを活用した改革の実例と、見積り課題から誕生した「SellBOT」外販までの道のりを公

開します。

生産性向上と企業風土改革を両立し、自社技術を事業化した“勝てるDX”のロードマップをご紹介します！

D03 4月23日（木） 13：00～13：40

工場を止めないためのOTセキュリティ対策 
～見えないリスクを"見える化"し、異常を早期に検知する運用へ～

高千穂交易株式会社 マーケティング戦略推進部 蓮沼 佑亮 氏

サイバー攻撃から工場を守るセキュリティ！

製造業を狙うサイバー攻撃が急増し、生産ライン停止の被害も現実味を帯びています。

「ネットワークの全体像がつかめない」「異常に気づけない」と不安を抱える現場に向け、

本セミナーでは工場を守るための“最初の一歩”となる可視化と異常検知の重要性を解説します。

Nozomi Networks Guardianの活用例を交え、OTセキュリティのロードマップ策定に役立つ実践知をご紹介します。 https://www.cadjapan.com/

設計ソリューションのことなら大塚商会

https://qr.quel.jp/tmp/5f7685532abe10bb5d3d708886095cb36d1cb24a.png

～ ヒトとAIが共創する製造業DX ～

興味関心・業務に関係のある

セミナーのみ申込可能です

社内のご関係者様

にもぜひイベントを

ご展開ください！

ご所属部署に近い部署が上図に含まれている場合は、部署と同じカラーの
セミナーを中心にお申込みいただくのがオススメです。

上図に該当しない場合は、概要文やラベルをご覧いただき、
ご興味を持たれたセミナーを是非お申込みください！
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Day1 4月21日（火） Day2 4月22日（水）■ 設計者向け ■ 工場管理・DX推進者向け ■ 経営・IT推進者向け ■ 設計者向け ■ 製造・生産現場者向け ■ 工場管理・DX推進者向け ■ 経営・IT推進者向け

Day３ 4月23日（木） ■ 設計者向け ■ 製造・生産現場者向け ■ 工場管理・DX推進者向け ■ 経営・IT推進者向け
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「部分最適の壁」を越えて全体最適を実現するDX：小さく始めて有機的に仲間を広げる進め方 E-QUBIC 兼 PTCジャパン株式会社
小林 明英 氏

部門最適にとどまらず、前後工程をつなぐ“地に足の着いたDX”をどこから始めるべきかを具体事例で解説します。

AIを活用し、小さく始めて効果を積み上げる進め方と、全体最適に不可欠なデータ正・一元化のポイントを、元自動車メーカーでの推進経験

から実務目線で紹介します。

ローコードツール「BellaDati」を活用したDX実現へ向けたデジタル化とデータ活用

～変化へ柔軟に対応できるデジタル化とデータ活用～

株式会社大塚商会
板垣 俊紀

製造業DXがデータ電子化にとどまり、活用へ進めない課題に対し、BellaDatiが現場データと業務システムをつなぎ、分析・可視化まで一気通貫で支

援します。本セミナーでは、i-Reporter×BellaDatiで実現した“デジタル化からデータ活用”へのステップを、具体的な現場事例を交えて紹介します。

サブスクで一番売れてる 3D CAD Creo 基本と魅力を徹底解説 PTCジャパン株式会社
財前 紀行 氏

3DCADの導入・見直しを検討中の方に向け、PTC Creoの魅力と基本機能を分かりやすく紹介します。

他社CADとの違いや五つの強み、AI機能、柔軟なライセンス体系、学習リソースまで網羅した内容でお届けします。

初めての方でも“実務で使えるか”がイメージできる内容ですので、３D CADの実務経験に関係なく是非ご参加ください！

失敗事例から学ぶPLM導入の落とし穴 -検討・導入・定着で起きがちな課題を整理する- PTCジャパン株式会社
松本 順 氏

清水 秀樹 氏

株式会社大塚商会
渡邉 直哉

中堅・中小企業でPLM導入が失敗しやすい理由を、検討・導入・定着の各フェーズで起きがちな落とし穴として整理し、実装を担当するエン

ジニアと導入後の活用・定着を支援するカスタマーサクセスが、現場で“使われ続けるPLM”にするための実践ポイントを事例ベースで解説

します。導入検討中から運用に課題を抱える企業まで必見です！

製造DXの第一歩！現場見える化で変わる未来 株式会社リコー
竹口 直久 氏

製造現場DXが「どこから始めるか分からない」「工場ごとに運用がバラバラ」で進まないという課題に対し、現場の業務に着目した段階的なレベル

アップ手法をご紹介します。

工程・在庫・品質などの情報を見える化し、現場改善につながるDXの進め方を、長年の支援経験をもとに実践的に解説します！

CATIA＋3D UNIV+RSES ～生成経済時代のCATIAの在り方～ ダッソー・システムズ株式会社
劉 華璽 氏

ダッソー・システムズが掲げる新時代「Gen7」と、NVIDIAとの提携で加速するCATIAの進化を分かりやすく紹介します。

既存ユーザーからこれから検討する方まで、メカ設計を中心に上流設計から製造までの最新動向を網羅しています。

AI時代におけるCATIA活用の方向性を把握できる内容ですので、ご期待ください！

SOLIDWORKSのAI機能 今できること！これからできること！ ダッソー・システムズ株式会社
鶴見 健太 氏

設計現場でも注目が高まるAI活用。SOLIDWORKSでは自動化・効率化を加速するため、AIを取り入れた新機能の搭載が進んでいます。

本セミナーでは、現在利用できるAI関連機能の実力と、ダッソー・システムズが2025年から掲げる新コンセプトに基づく今後の開発ロー

ドマップを解説します。設計業務がどのように進化するのか、最新情報をいち早くお届けします。

災害対策からAIまで！設計データを守り活かす、3DEXPERIENCEプラットフォームのススメ ダッソー・システムズ株式会社
久行 雄大 氏

災害やサイバー攻撃の脅威が高まる中、設計データを自社だけで守るには限界があります。

本セミナーでは、3DEXPERIENCEプラットフォームへSOLIDWORKSを含む設計データを集約し、BCP対策・セキュリティ強化・DX

推進・AI活用を同時に実現する仕組みを解説し、業務負荷を増やさず安全で効率的な設計環境へ移行する方法をご紹介します。

もう使えるSOLIDWORKSのAI機能、実際に使ってみた！ 株式会社大塚商会
深田 英之

SOLIDWORKSに続々と追加されているAI機能を、実機デモを交えて“使ってみた”視点で解説します。

AURA AIの知識検索、図面自動生成、画像からのスケッチ作成など、どの業務で効果を発揮するのか、実際の操作感と実務での活用ポ

イントをわかりやすく紹介します。AIが設計ワークフローをどこまで効率化できるのかをリアルに体感いただけます！

現場の3D！SOLIDWORKSと繋がる生産技術部門のシミュレーション ダッソー・システムズ株式会社 
柿沼 直樹 氏

中間ファイルだけでなく、SOLIDWORKSデータをそのまま活用できる「ロボット・周辺設備シミュレーション」や「工場・生産ラインシミュ

レーション」の実例を交え、導入効果をわかりやすく紹介します。製造準備の精度向上や工程検討の効率化を実現する方法を解説します。

事前検討に課題を感じている生産技術・製造部門の方は必見のセミナーです！

最適化解析で見えてくる最良の設計案 SOLIDWORKS Simulation活用セミナー 株式会社大塚商会
小山 弘樹

SOLIDWORKS Simulationで実施できる“最適化解析”をご存じでしょうか？強度を確保しつつ軽量化を図るなど、相反する要件を両立でき

る解析手法として注目されています。最適化解析の基礎から具体的な活用例までをわかりやすく解説し、新たな設計案の発見や品質向上に役立

つ、設計効率を高めたい方必見のセミナーです！ ＊ 3DCAD、CAEの導入検討中、もしくは設計者向けCAEの情報収集中のお客様向けセミナーです。

SOLIDWORKSユーザーがアドインCAM「SolidCAM」を選ぶ理由 タクテックス株式会社
久野 拓馬 氏

3DCADで設計していても、2D図面中心の運用から脱却できず製造にデータを十分活かせない現場は少なくありません。本セミナーでは、

設計から製造までをシームレスにつなぐアドイン型CAM「SolidCAM」を使った3Dモデルを直接利用したNCプログラム作成により、中間

ファイル変換の手間削減、設計変更への柔軟対応、独自ツールパスによる加工効率向上を実現するポイントを分かりやすく解説します。

中部デジタル経営力大賞受賞！部品メーカーのDX変革とSellBOTの全貌 株式会社プラポート・株式会社REVOX
宮季 高正 氏

中部デジタル経営力大賞2026を受賞した町工場・プラポートは、職人の勘に頼る現場から、生成AI・GAS・RPA・TECHSを駆使するデータ駆動

型組織へといかに変革したのか？本セミナーでは、その裏側と、見積り課題から生まれた製造業DXプラットフォーム「SellBOT」を外販へ導いた

実践の軌跡を公開します。生産性向上と企業風土改革を両立し、技術を事業へ昇華した“勝てるDX”のロードマップを社長自らが語ります！

マルチCADとBOMをシームレスに繋ぐ、設計・製造一気通貫PLM 株式会社PLMジャパン
岡村 恭輔 氏

CADとBOMの別管理による転記ミスや整合性チェックの負荷にお悩みではありませんか？国産唯一のマルチCAD・BOM統合型PLM「PLMconsole」は、

CAD管理からEBOM、MBOMまでを一気通貫でつなぎ、設計変更が確実に製造準備へ反映される環境を実現します。本セミナーでは、データ連携の仕組み

と具体的な管理手法を紹介し、大幅な運用変更なしで導入できる、現場に寄り添ったPLMの価値をわかりやすく解説します！

～設計BOMの活用術～ FullWEB-PDMで設計部門から始めるDX推進！ 株式会社大塚商会
佐藤 俊

設計図面・仕様書・BOMを効率的に管理できるFullWEB-PDMは、一般的な検索・版管理に加え、機械・電気設計に伴う個別業務の大幅な効率化にも

効果を発揮します。本セミナーでは、BOM管理に焦点を当て、実機操作を交えながら具体的な業務改善事例をご紹介します。

これからDXに取り組む企業はもちろん、運用をさらに高度化したい方も必見のセミナーです！

蓄積されたデータは、なぜ価値にならないのか — 分断・属人化の壁を越えるSS4Mのアプローチ — スマートスケープ株式会社 
佐々木 光月 氏

製造現場で生まれるデータや経験は本来貴重な資産ですが、属人化や情報の散在により十分活用できていない企業が多くあります。

本セミナーでは、こうした非効率がなぜ起きるのかを整理し、SS4Mがその壁をどう解消するのかを具体的に解説します。材質・調達条件など過去部品

情報を誰でも迅速に検索・参照できる仕組みによって、短納期対応やQCD向上を実現する活用例を画面イメージとともにご紹介します！

「Mastercam」を活用した“現場主導の効率化" 株式会社ゼネテック 
渡辺 萌々香 氏

人手不足や熟練者依存、多品種少量生産への対応など、機械加工現場の課題はますます複雑化しています。本セミナーでは、Mastercamを活用した

“現場主導の効率化”をテーマに、穴属性に応じた工程自動割り当て、バリ取りの機械加工化、荒取り高速化によるリードタイム短縮を提案します。さら

に最新版2026 R2のCopilot連携による活用イメージも紹介し、加工現場の自動化・省力化を実現する具体策をお届けします！

最終製品も視野に入るDLP 3Dプリンター：Origin Two活用ウェビナー 丸紅情報システムズ株式会社
小山 丈博 氏

高精細DLP方式と多様な樹脂マテリアルに対応するStratasys「Origin Two」は、試作はもちろん一部最終製品まで対応可能な次世代3Dプリン

ターです。さらに信越化学製シリコーンへの対応により、柔軟部品・シール部品など従来困難だった用途にも展開可能です。本セミナーでは、精度・強度・

表面品質など性能面の特長をわかりやすく解説し、治具・補用品、小ロット部品など具体的な適用例や導入検討のポイントをお伝えします！

今さら聞けない！製造設備・システム導入に向けた補助金活用セミナー 株式会社G&N
田中 友之 氏

業務効率化やDXを進めたい一方で、設備・システム導入のコストが壁になっていませんか？本セミナーでは、費用負担を抑えながらDX投資を進

めるために活用できる最新の補助金情報をわかりやすく解説します。また、どのような取り組みが対象になるのか、申請時のポイントは何かなど、

実務に役立つ具体策を紹介します。コストを賢く抑えつつ、確実にDXを前進させたい企業様に最適なセミナーです！

工場を止めないためのOTセキュリティ対策

～見えないリスクを"見える化"し、異常を早期に検知する運用へ～

高千穂交易株式会社
蓮沼 佑亮 氏

製造業を狙うサイバー攻撃が増える中、工場ネットワークの可視化不足や異常検知の遅れは重大リスクとなります。

本セミナーでは、Nozomi Networks Guardianを例に、工場を止めないための可視化と異常検知のポイントを分かりやすく解説します。

「工程管理×システム」で現場はどう変わるか ～ムリ・ムダ・ムラを断ち切るプロセスと成果～ 株式会社C&Gシステムズ 
江神 洸太 氏

Excel・紙・口頭管理では進捗の見えづらさや負荷の不透明さ、標準化の遅れなど限界が顕在化しています。

本セミナーでは、現場でよくある課題を整理しながら、AIQを活用した工程管理の改善策と具体的な事例を紹介します。

属人化を排除し、生産性向上につなげる実践的アプローチをわかりやすく解説します。工程管理に課題を持たれている方は必見のセミナーです！

現場の「紙」が宝の山に変わる！製造DXの成否を分ける、i-Reporterによる「生きたデータ」活用術 株式会社大塚商会
光野 正人

DXを進めたいのに何から始めればよいか分からない ─ そのヒントは現場の紙帳票にあります！

本セミナーでは、i-Reporterを単なる電子化ツールではなく、現場データを収集する“DXの中心”として再定義します。なぜデータ活用が進まない

のか、現場の負担を増やさず価値あるデータを蓄積し、生産性や品質改善へつなげる方法を解説します。DXの確かな第一歩をお伝えします！

生成AI対応！  現場が変わるMotionBoard re:Act 徹底解説！ ウイングアーク１ｓｔ株式会社
宇佐見 晃弘 氏

製造業で高いシェアを持つ国産BIツール「MotionBoard re:Act」が、生成AIを搭載して大幅進化。自然言語でのダッシュボード作成や業務ア

プリ生成、チャートや画像のインサイト分析が直感的に行えるようになりました。

「見える化が進まない」「BIを使いこなせていない」「引き継ぎができず更新できない」などの現場課題を、re:Actがまるごと解決します！

時間が重複しているコースは、同時にお申し込みいただけません。
あらかじめご了承お願い致します。

3日目のみ、11時以降は同時刻に2つのセミナーが開催されています。

お好きなセミナーを組み合わせてご受講できますが、同時刻のセミナーのお申込みは片方のみ可能となっておりご注意ください
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